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者のかかわり（＝援助）という、互いに補う2つの観点から構成した。第 1 章と第 2 章では、自立を理解
するために、看護理論や医療政策では、どのように自立が位置づけられているかを検討した。第 3 章・第
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護研究学会、日本看護学教育学会などの全国学会誌に計 5 本（1 本は掲載予定）の論考を掲載しているこ






の「自立」と、看護職者の「援助」という、互いに補う 2 つの観点から構成されている。第 1 章と第 2 章
では、自立を理解するために、看護理論や医療政策では、どのように自立が位置づけられているかが検











臨床現場の実践、という 4 つの影響を受けながら発展してきた。戦後から 1980 年代までは、看護基礎教
育において看護理論が必修の教科目として配置され、それに伴い患者教育の学習体系が成立し、必要不
可欠な看護としての認識が定着した。1980 年代から現在までの患者教育は、新自由主義の医療政策によ
る「自立」と「効率化」という政策的方針が、看護基礎教育や臨床現場の実践に大きく影響している。臨
床現場の実践ではエビデンスの重要性が高まり、患者教育においても、科学的で能率的な実践が考えら
れるようになった。看護理論では抽象的にしかすぎなかった患者（学習者）－看護職者（援助者）の相互
関係が、「省察」という実践によって具体化され発展化されてきた。医療政策にとっては効率化の手段で
しかなかった患者教育であるが、跡付け的にみれば、医療政策が、患者教育の必要性をより明瞭に浮か
び上がらせ、対象とする患者、実践方法、評価など学問的知見を拡大してきた。その意味で医療政策
は、患者教育が発展するにあたって重要な促進要因となり得たといえる。
以上のことから筆者によると、患者教育は、伝統的に固着してきた「医師の下で行う知識の提供」と
いう見解を排し、その意義を「患者の自立への援助」という看護の本質に見出してきたとされる。看護
は、看護理論、医療政策、看護基礎教育、臨床現場の実践、といった相互の影響を通して、患者主体と
いう新しい患者教育の形を創りだしてきたと論じられている。そして患者教育は、患者の人権の確立を
目指して、看護が戦後 70 年にわたって実践の蓄積を経て開花した看護の歴史的な所産であると結論付け
られている。
筆者は、本研究を進めるにあたり、患者教育に関する国内外の文献を徹底的に網羅している。その上
で、看護理論、医療政策、看護基礎教育、臨床現場の実践のそれぞれに即しながら、患者教育とは何か
を論じている。本研究は、看護における「自立」と「援助」という 2 大構成要素の意義を再確認するもの
であり、看護における患者教育研究に新たな地平を拓くものとして評価できる。　
